
（毎週火曜日発行） （6）2026 年（令和 8 年）　7 月 28 日（火曜日）第 4877 号 （第３種郵便物認可）

タ
イ
ア
ッ
プ
広
告
収
入
が
倍
増

チャンネル登録者数 74.8 万人
文藝春秋ＰＬＵＳ公式チャンネル

社内に開設したスタジオ。ほとんどの動画はここ
で撮影する

村井編集長

平  凡  社

内
山
育
恵
氏
を

執
行
役
員
に
新
任

出版社の動画配信事業
　
文
藝
春
秋
に
よ
る
動
画
コ
ン
テ

ン
ツ
配
信
サ
ー
ビ
ス
「
文
藝
春
秋

Ｐ
Ｌ
Ｕ
Ｓ
公
式
チ
ャ
ン
ネ
ル
」は
、

硬
派
の
出
版
社
が
運
営
す
る
チ
ャ

ン
ネ
ル
と
し
て
は
登
録
者
数
が
多

く
、
タ
イ
ア
ッ
プ
に
よ
る
広
告
収

入
も
伸
び
て
い
る
と
い
う
。

　
同
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
配
信
し
て
い

る
の
は
、
政
治
や
経
済
を
は
じ
め

と
し
て
ス
ポ
ー
ツ
、
読
書
、
音
楽

な
ど
幅
広
い
分
野
の
専
門
家
ら
に

よ
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
だ
。
専
門
家

が
真
正
面
か
ら
一
つ
の
テ
ー
マ
で

語
る
内
容
は
、
動
画
に
よ
る
新
書

の
よ
う
で
、
い
か
に
も
出
版
社
ら

し
い
コ
ン
テ
ン
ツ
だ
。

　
当
初
は『
文
藝
春
秋　
電
子
版
』

の
中
の
コ
ン
テ
ン
ツ
だ
っ
た
が
、

誰
で
も
無
料
で
見
ら
れ
る
よ
う
本

誌
か
ら
は
独
立
さ
せ
、
広
告
モ
デ

ル
に
転
換
。
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て

花
開
い
た
。
出
版
社
の
強
み
を
生

か
し
た
デ
ジ
タ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
を
模

索
し
た
結
果
だ
と
言
え
る
。

　
編
集
部
は
企
画
や
人
選
、
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
な
ど
、
こ
れ
ま
で
編
集

者
が
行
っ
て
き
た
得
意
な
仕
事
に

徹
し
、
動
画
の
撮
影
や
配
信
は
専

門
業
者
に
委
託
し
て
い
る
。
こ
れ

も
動
画
の
品
質
や
作
業
の
効
率
化

に
結
び
付
い
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

　
も
と
も
と
出
版
社
は
印
刷
会
社

や
取
次
な
ど
外
部
の
力
に
頼
る
こ

と
で
、
コ
ン
テ
ン
ツ
作
り
を
極
め

て
き
た
。
紙
か
ら
Ｗ
ｅ
ｂ
、
動
画

へ
と
扱
う
領
域
が
広
が
れ
ば
、
同

様
に
外
部
の
力
を
使
っ
て
自
分
た

ち
の
得
意
技
を
発
揮
し
て
い
け

る
。
こ
れ
か
ら
は
Ａ
Ｉ
も
そ
う
し

た
力
の
一
つ
に
な
る
だ
ろ
う
。

　
出
版
業
界
が
大
き
く
変
化
し
て

い
く
中
で
、
出
版
社
が
新
た
な
領

域
を
切
り
開
く
こ
と
に
も
注
目
し

た
い
。　
　
　
　
　
　
【
星
野
渉
】

2026.7.28

株式会社暮しの手帖社株式会社暮しの手帖社

独自サービスに対応した「定独自サービスに対応した「定
期購読管理システム」導入期購読管理システム」導入

加速する加速する
出版流通システム出版流通システム

矢
島
氏

7 月 24 日発売の『暮
しの手帖 43 号』、特
別企画「紙が好きな
もので」

　株式会社暮しの手帖社は、創刊から 78
年目を迎える社名雑誌『暮しの手帖』の定
期購読を管理するため、光和コンピュー
ターの「定期購読管理システム」を導入。
同社独特の「贈り物」サービスなどに対応
したカスタマイズも行い、作業量の軽減な
どに効果を発揮しているという。

株式会社暮しの手帖社
代表者：横山泰子
従業員：20 人
所在地：〒 102-0083 東京都千代田区
　　　　麹町 2-6-7  スタービルディング 3 階
電　話：03-5259-6001

ト削減も見据えて新しいシステムの導入を検討。
　「これまでのシステムと操作性が似ており、ス
ムーズに業務ができることと、当社の運用に合わ
せてカスタマイズできる点」などを評価して、光
和コンピューターの定期購読管理システムを選
び、25 年 3 月に稼働した。
　導入に向けては、追加項目や改善点などを光和
コンピューターに伝え、同社独自の「贈り物」や
外国宛発送などに対応するために必要なカスタマ
イズを含めてシステム構築を進めた。
　外国宛発送は海外在住者向けに雑誌を発送する
サービスで、システムで国を選ぶと自動的に郵送
料金を含めた定期購読料金が計算されるといった
機能を盛り込んだ。ただ、このサービスは好評だ
というが、このところの戦争や、アメリカ大統領
令による関税引き上げ、EU による付加価値税制

「とと姉ちゃん」の
                  モチーフに

　同社は、戦時中に若い頃を
過ごし満足に学ぶことができ

度の変更など情勢変化が激しく、費用が事前に把
握できないなど不安定になったため、現在、新規
の受け付けは行っていない。

エラーや作業量が減少
　新システム導入による効果について矢島氏は

「手入力する部分が最小になり、人が判断してい
た部分の振り分けが自動になったので、エラーや

で売上予測が立てやすくなった点も評価。
　保守面でも、「システムに不明点があったり問
題が起きた時は、リモート接続でエラーを確認し
てもらえるので対応が早く助かっています」とい
う。
　新しい定期購読管理システムは、創刊以来、広
告を入れず購読に支えられてきた『暮しの手帖』
を支える新たなツールとして役割を発揮してい
る。

2016 年に放映された NHK の連続テレビ小説「と
と姉ちゃん」のモチーフにもなった。
　同誌は隔月刊の年 6 回発行で、発行部数は 12
万部。取次配本による書店販売が中心だが、定期
購読とネット通販にも力を入れている。同社は同
誌の発行を中心に、同誌に掲載した料理や手芸な
どの記事をまとめた別冊、書籍を年間数点刊行し
ている。従業員は編集部員 15 人、営業部員 2 人
と経営企画部で計 20 人。

「贈り物」などにも対応
　以前利用していたシステムの保守期間終了が
迫っていたことや、入力項目にメールアドレス欄
がないなど 23 年に開設したオンラインストアを
想定した設計ではなかったことなどもあり、コス

なかった大橋鎭子氏が、自分
より「下 5 歳、上 5 歳の女性た
ちに役立つ雑誌」を作りたい
との思いで、花森安治氏を
誘って 1946 年に衣裳研究所
として設立、服飾雑誌『スタイ
ルブック』を刊行。48 年に衣
服に「食」「住」を加えた『暮し
の手帖』を創刊し、後に社名
も暮しの手帖社に変更した。
　『暮しの手帖』は花森氏の

「二度と戦争を起こさないた
めに、ひとりひとりが暮しを大切にする世の中に
したい」との理念のもと、実名をあげて商品を評
価する「商品テスト」が大きな反響を呼び、国民
的雑誌に成長。創刊以来今日まで広告を一切入れ
ず、紹介する手芸や料理は必ず編集部員が試作
し検証する編集スタイルを一貫して守っている。

電子版で
      バックナンバー提供

　定期購読では 1 年分を「贈り物」として発送す
るサービスも行っている。創刊初期から「おくり
ものに暮しの手帖を」というコピーで定期購読を
宣伝。いまも花森氏がデザインしたカードを入れ
て発送している。母から娘へ、娘から母へなど離
れて暮らす家族への贈り物や、結婚祝いとしても
活用されている。
　定期購読終了後の継続率が 7 割に達するほど高
いのも特徴で、「新しい号が届くたびに、本誌の
内容が親子で共通の話題になっているとの声もい
ただいており、一年を通して気持ちが伝わる贈り
物として好評です」と同社経営企画部・矢島舞子
氏は話す。
　また、近年はオンラインストアでの販売も増え
ている。特にコロナ禍以降は増加傾向にあり、25
年 3 月からはオンラインストアで定期購読を申し
込むと過去 1 年分の本誌バックナンバーを電子版
で提供するサービスも実施。「手軽に出先でも読
めるので、需要が高まっているのを感じます」と
矢島氏。近く電子版の販売も開始する。

作業量を減らすこと
ができた」と述べる。
　また、申込者それ
ぞれの継続回数が自
動でカウントされる
ようになったり、決
算前の資料作成で、
国内宛・外国宛それ
ぞれの前受金や納品
高をワンクリックで
出せるようになった
ことで、オンタイム

　
以
前
は
雑
誌
『
文
藝
春
秋

　
電
子
版
』
の
サ
ブ
ス
ク
リ

プ
シ
ョ
ン
に
付
随
し
て
い
た

が
、
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
番
組
を

無
料
公
開
し
広
告
を
入
れ
る

モ
デ
ル
と
し
て
本
誌
編
集
部

と
切
り
離
し
、
24
年
に
「
文

藝
春
秋
Ｐ
Ｌ
Ｕ
Ｓ
」
と
し
て

部
署
が
独
立
。
現
在
は
村
井

弦
編
集
長
を
含
め
て
６
人
の

編
集
者
が
携
わ
っ
て
い
る
。

　
基
本
的
に
は
紙
の
媒
体
と

同
様
に
編
集
者
が
企
画
テ
ー

マ
や
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
対
象
を

提
案
、
企
画
が
通
れ
ば
ア
ポ

を
取
り
、
社
内
の
ス
タ
ジ
オ

を
中
心
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
動

画
を
撮
影
。
テ
ロ
ッ
プ
を
入

れ
る
な
ど
の
編
集
と
チ
ェ
ッ

ク
を
経
て
公
開
す
る
。撮
影・

動
画
編
集
は
制
作
会
社
に
外

注
、
社
内
に
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

が
常
駐
し
撮
影
や
動
画
編
集

を
発
注
し
て
い
る
。

　
「
無
理
の
な
い
ビ
ジ
ネ
ス

設
計
を
考
え
て
、
僕
た
ち
紙

の
編
集
者
が
や
っ
た
こ
と
の

な
い
こ
と
は
外
部
の
パ
ー
ト

ナ
ー
に
お
任
せ
し
、
編
集
者

は
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
企
画

立
案
と
取
材
、
そ
し
て
収
録

の
際
イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー
と
し

て
出
演
す
る
こ
と
に
注
力
し

て
い
る
」
と
村
井
編
集
長
。

　
チ
ャ
ン
ネ
ル
運
営
に
あ
た

り
、村
井
編
集
長
は「
ユ
ー

チ
ュ
ー
ブ
の
中
で
存
在
感
の

あ
る
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
な
っ

て
い
く
こ
と
が
大
き
な
目

れ
ば
、
視
聴
者
層
は
男
性
７

対
女
性
３
。
年
齢
的
に
は
ボ

リ
ュ
ー
ム
ゾ
ー
ン
が
45
～

54
歳
、
次
に
25
～
34
歳
／

65
歳
以
上
、35
～
44
歳
／
55

～
64
歳
と
、一
般
的
な
ユ
ー

チ
ュ
ー
ブ
ユ
ー
ザ
ー
よ
り
少

し
高
い
が
、『
文
藝
春
秋
』本

誌
読
者
よ
り
は
や
や
若
い
。

　
「
30
～
60
代
の
全
世
代
が

バ
ラ
ン
ス
良
く
入
っ
て
い
る

こ
と
が
強
み
。
若
い
人
に
も

楽
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
に

し
つ
つ
、
あ
る
程
度
年
齢
が

上
で
、
知
的
レ
ベ
ル
の
高
い

人
に
も
面
白
い
と
思
っ
て
も

ら
え
る
も
の
を
作
り
た
い
。

例
え
ば
最
近
は
、
イ
ラ
ン
情

勢
の
よ
う
な
国
際
政
治
経
済

の
話
は
多
く
見
て
も
ら
え

る
。
今
の
日
本
の
置
か
れ
て

い
る
立
ち
位
置
や
、
今
後
ど

う
い
う
戦
略
が
必
要
な
の
か

と
い
っ
た
広
い
視
野
で
、
一

流
の
識
者
に
解
説
し
て
も
ら

う
。〝
新
書
１
冊
を
読
み
終

え
た
く
ら
い
の
知
的
満
足

感
〟
を
得
ら
れ
る
、『
文
藝

春
秋
』
ブ
ラ
ン
ド
で
出
し
て

恥
ず
か
し
く
な
い
番
組
作
り

を
心
が
け
て
い
る
」

　

そ
れ
だ
け
に
重
要
な

〝
テ
ー
マ
〟
と
〝
解
説
者
〟

に
は
、
編
集
者
た
ち
が
独
自

の
ア
ン
テ
ナ
を
張
り
巡
ら
せ

て
い
る
。

　
そ
の
一
例
が
、
元
イ
ラ
ン

大
使
で
現
在
は
関
西
学
院
大

学
客
員
教
授
の
齊
藤
貢
氏
。

「
元
イ
ラ
ン
大
使
で
す
ご
く

話
が
面
白
い
方
が
い
る
と
聞

い
て
、
実
際
に
話
を
聞
い
て

み
て
『
解
説
者
と
し
て
優
れ

て
い
る
』
と
思
っ
た
の
で
、

す
で
に
５
回
ほ
ど
出
演
し
て

も
ら
っ
た
」
と
い
い
、
そ
こ

か
ら
『
な
ぜ
米
国
は
イ
ラ
ン

に
負
け
た
の
か
』（
文
春
新

書
、
26
年
７
月
）
も
刊
行
。

新
た
な
著
者
の
発
掘
に
結
び

つ
い
た
。
ま
た
、
収
益
の
柱

で
あ
る
広
告
収
入
は
タ
イ

ア
ッ
プ
の
伸
び
が
大
き
い
。

24
年
以
降
倍
増
し
て
お
り
、

「
億
円
単
位
」
に
な
っ
て
い

る
と
い
う
。
内
容
は
特
定
の

商
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
紹
介
で

は
な
く
、
経
営
者
が
経
営
の

考
え
方
や
問
題
意
識
を
語
る

も
の
が
多
い
。

　
「
別
部
署
で
法
人
向
け
の

サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、
当
社
で

価
値
あ
る
も
の
を
パ
ッ
ケ
ー

ジ
提
供
し
て
い
る
。
そ
の
中

で
弊
社
の
新
谷
学
（
常
務
取

締
役
）
が
イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー

を
務
め
る
動
画
広
告
も
制
作

し
、こ
れ
が
き
っ
か
け
で『
文

藝
春
秋
Ｐ
Ｌ
Ｕ
Ｓ
』
を
見
て

い
た
だ
く
と
『
興
味
深
い

テ
ー
マ
を
や
っ
て
い
て
面
白

い
』
と
引
き
続
き
見
て
く
だ

さ
る
こ
と
も
多
い
」
と
、
継

続
的
な
関
係
性
に
つ
な
が
っ

て
い
る
。

　
今
後
の
課
題
は
「
文
藝
春

秋
Ｐ
Ｌ
Ｕ
Ｓ
」
の
強
み
を
出

し
て
い
く
こ
と
。「
識
者
に

と
っ
て
『
文
藝
春
秋
Ｐ
Ｌ

Ｕ
Ｓ
』
な
ら
安
心
し
て
自
分

の
考
え
や
研
究
内
容
を
話
せ

る
、
ほ
か
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
に

は
出
な
い
け
れ
ど
こ
こ
な
ら

出
る
、
と
思
っ
て
も
ら
い
、

内
容
と
出
演
者
の
魅
力
を
増

し
て
い
く
こ
と
が
重
要
」
と

見
て
い
る
。

【
星
野
渉
、
金
井
ま
ゆ
み
】

　
文
藝
春
秋
が
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
に
開
設
し
た
「
文
藝
春

秋
Ｐ
Ｌ
Ｕ
Ｓ
公
式
チ
ャ
ン
ネ
ル
」
が
好
調
だ
。
チ
ャ
ン

ネ
ル
登
録
者
数
は
74
・
８
万
人
、
現
体
制
へ
の
変
更
前

か
ら
の
動
画
も
含
め
て
２
２
３
０
本
を
公
開
し
て
い
る

（
２
０
２
６
年
７
月
13
日
現
在
）。政
治・経
済・マ
ネ
ー・

ス
ポ
ー
ツ
・
読
書
・
音
楽
と
さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル
で

当
事
者
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
番
組
を
毎
日
１
本
以
上
配

信
、
１
カ
月
で
50
～
60
本
に
な
る
と
い
う
。標

」
と
す
る
。

登
録
者
へ
の
ア

ン
ケ
ー
ト
に
よ

世
界
文
化
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

（
７
月
１
日
付
） 〈

役
員
人
事
〉

〈
世
界
文
化
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

ス 

取
締
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執
行
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Ｓ
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▽
世
界
文
化
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン

グ
ス
専
務
執
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世
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ー
プ
代
表
取
締
役
社
長
）
竹

間
勉

　
▽
世
界
文
化
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン

グ
ス
常
務
執
行
役
員
兼
Ｃ
Ｓ
Ｏ

［
Ｃ
ｈ
ｉ
ｅ
ｆ 

Ｓ
ｔ
ｒ
ａ
ｔ
ｅ

ｇ
ｙ 

Ｏ
ｆ
ｆ
ｉ
ｃ
ｅ
ｒ
］
／

Ｃ
Ｏ
Ｏ
［
Ｃ
ｈ
ｉ
ｅ
ｆ 

Ｏ
ｐ

ｅ
ｒ
ａ
ｔ
ｉ
ｎ
ｇ 

Ｏ
ｆ
ｆ
ｉ

ｃ
ｅ
ｒ
］
／
Ｃ
Ｇ
Ｏ
［
Ｃ
ｈ
ｉ

ｅ
ｆ 

Ｇ
ｌ
ｏ
ｂ
ａ
ｌ 

Ｏ
ｆ
ｆ

ｉ
ｃ
ｅ
ｒ
］
／
Ｃ
Ａ
Ｏ
［
人
事

総
務
部
、
法
務
部
、
社
長
室
、

危
機
管
理
室
、
情
報
管
理
・
編

集
総
務
部
、
キ
ャ
リ
ア
戦
略
部

担
当
］、
世
界
文
化
社
取
締
役

兼
世
界
文
化
ワ
ン
ダ
ー
グ
ル
ー

プ
取
締
役
会
長
（
世
界
文
化

ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
常
務
執
行

役
員
兼
Ｃ
Ｓ
Ｏ
／
Ｃ
Ｏ
Ｏ
／
Ｃ

Ｇ
Ｏ
兼
世
界
文
化
社
取
締
役
）

大
村
牧

　
▽
世
界
文
化
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン

グ
ス
上
席
執
行
役
員
兼
Ｃ
Ｆ
Ｏ

［
Ｃ
ｈ
ｉ
ｅ
ｆ 

Ｆ
ｉ
ｎ
ａ
ｎ
ｃ

ｉ
ａ
ｌ 

Ｏ
ｆ
ｆ
ｉ
ｃ
ｅ
ｒ
］

／
Ｃ
Ａ
Ｏ
［
製
作
管
理
部
、
写

真
部
担
当
］（
世
界
文
化
ホ
ー

ル
デ
ィ
ン
グ
ス
上
席
執
行
役
員

兼
Ｃ
Ｆ
Ｏ
）
住
谷
正
浩
▽
世
界

文
化
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
Ｓ
Ｄ

［
Ａ
ｄ
ｍ
ｉ
ｎ
ｉ
ｓ
ｔ
ｒ
ａ
ｔ

ｉ
ｏ
ｎ
］
兼
Ｐ
マ
ー
ク
事
務
局

統
括
責
任
者
／
法
令
担
当
（
世

界
文
化
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
Ｓ

Ｄ
［
Ａ
ｄ
ｍ
ｉ
ｎ
ｉ
ｓ
ｔ
ｒ
ａ

ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
］）
大
信
田
甲
毅

〈
世
界
文
化
社
Ｓ
Ｄ
〉

　
▽
出
向
・
世
界
文
化
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス
Ｓ
Ｄ
［
Ｓ
ａ
ｌ
ｅ

ｓ
／
Ｍ
ａ
ｒ
ｋ
ｅ
ｔ
ｉ
ｎ
ｇ
］

兼
世
界
文
化
社
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
事
業
本
部
Ｅ
Ｄ
［
Ｅ
ｘ
ｅ
ｃ

ｔ
ｉ
ｖ
ｅ 

Ｄ
ｉ
ｒ
ｅ
ｃ
ｔ
ｏ

ｒ
］（
世
界
文
化
社
Ｓ
Ｄ
）
森

谷
武
史

　
平
凡
社
は
６
月
23
日
に
開

い
た
定
時
株
主
総
会
並
び
に

取
締
役
会
で
、
内
山
育
恵
氏

を
執
行
役
員
に
新
任
す
る
な

ど
役
員
人
事
を
決
定
し
た
。

〈
新
役
員
体
制
〉

代
表
取
締
役
会
長

　
　
　
　
　
　
下
中　
美
都

同
社
長　
　
　
下
中　
順
平

取
締
役　
　
　
関
口　
昌
己

同　
　
　
　
　
日
下
部
行
洋

同　
　
　
　
　
岩
本　
卓
也

監
査
役　
　
　
神
山　
敏
蔵

執
行
役
員

　
　
　
（
新
）
内
山　
育
恵


